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論文内容の要旨 
【背景と目的】 
今日、心筋ストレインは虚血心筋における左室収縮低下や dyssynchrony の指標とし
て注目されている。本研究の目的は、まずアデノシン３リン酸負荷心エコー(ASE)前
後におけるストレインの変化より、虚血心筋の特徴を明らかにし、次にアデノシン負
荷シンチグラフィー(ASS)によって計測される心筋の組成とストレインとの相関を解
明することである。 
【方法】 
対象は冠動脈造影を施行された５０名（健常群１５名、狭心症群２２名、心筋梗塞群
１３名）で、まず安静時における収縮期および拡張期ストレインを計測した。次に、
ASE をおこない、負荷前後におけるストレインの変化を３群で比較した。最後に ASS
より虚血心筋、非虚血心筋および非梗塞心筋の割合を計測し、ストレインとの相関を
検討した。 
【結果】 
健常群では、ASE において収縮期と拡張期のストレインが増幅された。狭心症群では、
収縮期ストレインの増幅障害と TPSc の延長、心筋梗塞群では、拡張期ストレインの
増幅障害と TPSc の延長を認めた。ASS では、虚血心筋と拡張期ストレイン、非虚血
心筋と収縮期ストレイン、両心筋と TPSc との間に相関が認められた。 
【結論】 
ASE におけるストレインは、虚血性心疾患患者において異なった反応を示し、ASS
においては、ストレインと虚血心筋や非虚血心筋との間に相関を認めた。 
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